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［成果情報名］イタリアンライグラスサイレージの品質評価基準

［要約］乾物摂取量、繊維成分の酸性デタージェント繊維およびエネルギー値の可消化養

分総量を指標としたイタリアンライグラスサイレージの品質評価基準を作成した。
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［背景・ねらい］

反すう家畜の生産能力が高まった今日、刈り遅れ等による繊維成分含量が高い粗飼料は

飼料摂取量の抑制要因となることがあるので、飼料作物の品質評価においても乾物摂取量

は重要な指標となりつつある。

現在、飼料作物の品質評価は飼料成分含量や栄養価等を基に行われているが、乾物摂取

量についての評価基準がない状態にある。

そこで、平成17年度にイタリアンライグラスサイレージの乾物摂取量を酸性デタージェ

ント繊維含量から推定する方法を開発した。この方法により、現在の品質評価基準（平成

3年作成）に、乾物摂取量の指標を加えたイタリアンライグラスサイレージの新しい品質

評価基準を作成する。

（要望機関名：朝倉普（H14 ））

［成果の内容・特徴］

１．代謝体重 1kg当たりの乾物摂取量（ＤＭＩ：g/MBW1kg 、繊維成分の酸性デタージェン）

ト繊維（ＡＤＦ：DM%）およびエネルギー値の可消化養分総量（ＴＤＮ：DM%）を指標と

したイタリアンライグラスサイレージの品質評価基準を作成した（表１ 。）

２．新基準はＤＭＩ指標値67.2g/MBW1kg以上を 1等級、67.1から60.5g/MBW1kgを 2等級、

60.4から48.8g/MBW1kgを 3等級、48.7g/MBW1kg以下を 4等級とした。ＡＤＦおよびＴＤ

Ｎ値は各等級に対応した値を用いている（表１ 。）

３．１～２等級の品質のイタリアンライグラスサイレージであれば、乳量４０～３０ｋｇ

の乳牛に対し、また、２～３等級の品質であれば、乳量３０～２０ｋｇの乳牛に対し、

日本飼養標準（乳牛）に基づいた飼料給与設計が可能である（表２ 。）

［成果の活用面・留意点］

１．自給粗飼料の栽培や給与飼料設計の指導に活用する。サイレージ品評会等で点数を付

ける場合には、各等級、各項目毎に点数を割り振ると良い。

２．ＡＤＦの化学分析値がない場合には、福岡県が行っている「粗飼料分析診断：フォー

レージ・テスト」の結果を利用する（表１の注２参照 。）

３．ＤＭＩの数値は緬羊の消化試験結果に基づくものである。



［具体的データ］

表１ イタリアンライグラスサイレージの品質評価基準

目安となる(g/MBW1kg) 乾物中含量（％）

生育ステージ等級 ＤＭＩ指標 ＡＤＦ ＴＤＮ

出穂期１ ６７．２≦Ｘ ３５．０≧Ｘ ６０．３≦Ｘ ～

出穂～開花期２ ６７．１～６０．５ ３５．１～３８．０ ６０．２～５５．９

開花～結実期３ ６０．４～４８．８ ３８．１～４２．０ ５５．８～４７．８

結実期～４ ４８．７≧Ｘ ４２．１≦Ｘ ４７．７≧Ｘ

注）1.略号解説:ＤＭＩ指標=緬羊の代謝体重1kg当たりの乾物摂取量（g/MBW1kg）

ＡＤＦ=酸性デタージェント繊維含量（DM%）

ＴＤＮ=可消化養分総量（DM%）

2.ＤＭＩとＡＤＦ、ＴＤＮとＡＤＦの相互関係

ＤＭＩ(g/MBW1kg)＝-0.10×ＡＤＦ ＋5.10×ＡＤＦ＋11.23２

ＴＤＮ(DM%) ＝-0.08×ＡＤＦ ＋4.39×ＡＤＦ＋ 4.68２

表２ イタリアンライグラスサイレージの等級と乳量別給与飼料設計

摂取量の内訳

濃厚飼料･ﾍｲｷｭｰ ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽか

要求量 ﾌﾞからの充足量 らの充足量等 給与飼料の

乳量 乾物 ＴＤＮ 乾物 ＴＤＮ 乾物 ＴＤＮ TDN充足率

(kg) (kg) (kg) (kg) (kg) (kg) (kg) (%) (%) 等級

40 23.8 18.6 14.3 11.7 9.5 6.9 72.0 100 １

14.3 12.9 9.5 5.7 60.2 100 ２

30 20.0 14.8 12.0 9.6 8.0 5.2 65.0 100 １

12.0 10.0 8.0 4.8 60.2 100 ２

20 16.2 11.2 9.7 7.8 6.5 3.6 55.8 102 ３

注) 日本飼養標準；泌乳牛：2産目、体重620kg

飼料構成比；濃厚飼料5：ﾍｲｷｭｰﾌﾞ1：ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽｻｲﾚｰｼﾞ4

濃厚飼料は乳量レベルに応じたもの、ﾍｲｷｭｰﾌﾞはCP17%程度

を使用
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